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令和５年度 消防本部の重点課題 

部長名  浪指 孝章 

＜全体方針＞ 

 立入検査の実施や住宅用火災警報器の普及啓発などにより火災予防意識を高めます。また、多発化・激甚化す

る災害に対応できるよう、耐震性防火水槽などの消防施設及び車両を含めた資機材等装備の充実を図りながら、

高度化・専門化する消防業務を遂行できる消防職員及び消防団員の育成を重点的に進めるとともに、消防団との

連携強化を図り、地域の総合的な防災力向上を目指します。 

 

＜課ごとの指導方針＞ 

総務課 

適切な予算編成や予算執行及び決算、また消防行政財産の適切な管理を行います。 

消防に求められる活動に見合う装備を整備するなど消防職員及び消防団員の安全確保に取り組みます。 

多発化・激甚化する災害に対応できるよう、消防職員及び消防団員に対して効果的な教養、訓練を実施すると

ともに、定住自立圏での広域化及び消防の連携・協力についての検討会を開催するなど消防力の強化に向け協議

を進めます。 

予防課 

 違反対象物公表制度に伴い重大違反対象物の違反是正を行います。査察体制強化の職員育成を行います。 

 住宅用火災警報器の設置率が低いため、職員の訪問で設置率の向上を目指します。 

防災課 

 車両更新計画に基づき、多様化した災害に応じた消防車両の配備を行います。 

 救急車の適正利用について、広く市民に対して啓発活動を行います。 

 耐震性貯水槽の設置を継続して行います。 

令和５年度 各課の重点的取組 

課名 

(連携が必要な部署) 
重点課題 

課題解決に向けた 

具体的方策 
成果目標 総合計画 

総務課 

（各課、各署） 

 

 

 

 

 

 

 

 

★高度な災害対応能力

を持った職員の育成 

【重点プロジェクト】 

 

 

 

 

 

 

 

●若手職員の育成を強化

するとともに、階層別研

修を充実させる。また、

救急救命士の養成に加

え、消防職員に専門知

識を習得させるため、救

命士研修所及び消防大

学校・県消防学校へ入

校させるなど、専門知識

に関する研修を充実さ

消防大学校  

 1名 

県消防学校 

 初任教育   ２名 

 専科教育  １７名 

 特別教育  １４名 

 

救急救命士養成 

          １名 

指導救命士養成 
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★地域防災力の強化 

【重点プロジェクト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★消防の広域化 

 

せる。 

 

●消防団活動について

社会的理解を深めるた

めイベントなどに赴き

消防団の存在意義や

役割、やりがいや処遇

等が伝わる広報活動

を展開することで加入

の促進を図る。 

 

●古い消防屯所及び機

械器具置場の更新 

 

 

●訓練塔及び資機材保

管庫の建設。 

 

●定住自立圏で広域化

についての検討会を

開催するなど広域化に

向けて協議を進める。 

         1名 

 

○定員６９８名の充足 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第５分団（金倉）屯所

及び第１２分団（田井）

機械器具置場の建設 

 

〇訓練塔及び資機材

保管庫建設の着工 

 

○定住自立圏消防間協

議を開催し、広域化に

向けた意見交換の実施 
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12－① 

予防課 

（各署） 

★重大違反対象物の改

善 

 

●防火対象物の実態把

握に努めるとともに、消

防用設備未設置対象物

及び点検未報告対象物

を重点に指導を行う。 

●重大違反対象物に対

しての指導及び改善を

行う。 

●危険物施設等の維持

管理の指導を行う。 

防火対象物年間300件 

 

 

 

 

 

 

 

危険物施設年間100件 

12－② 

★住宅用火災警報器の

設置、点検、維持管理の

推進 

●住宅用火災警報器の

未設置世帯への指導を

行う。 

職員が訪問して未設置

世帯に設置を促し、設

置世帯には保守点検の

Ｎｏ28 
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【重点プロジェクト】 なお、設置世帯に対して

は、定期的な作動確認、

適切な本体交換の指導

を行う。 

指導を行う。また高齢者

非課税世帯に対し給付

を行っていく。 

防災課 ★消防車両の更新を図

り、防災力強化を推進 

【重点プロジェクト】 

●更新年数や配備先の

災害対応等を考慮し、計

画的に車両配備を行う。 

○消防署  2台 

消防団  5台 

       

№28 

★救急車の適正利用の

推進 

【重点プロジェクト】 

●関係機関へのポスタ

ー等の掲示及び中讃テ

レビやＳＮＳを活用した

啓発活動を行う。 

○緊急性のない軽症傷

病者搬送件数の抑制 

№28 

★耐震性貯水槽の設置 

【重点プロジェクト】 

●地域条件を考慮しなが

ら設置を行う。 

○新設３基 №28 

★応急手当普及啓発の

推進 

【重点プロジェクト】 

●バイスタンダーが行う

ＡＥＤと応急手当の重要

性を理解させる。 

○講習会受講者数 

 １，５００名 

№28 

 

 


